
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本活動は石川県境の山間にある福井県勝山市北谷町小原集落で毎年実施しているもので

ある。当集落は住人の諸事情や自然災害によって、現在はこれまでの修復家屋を含む 13 余

戸の家屋が残るものの、住民は 1 戸 1 人という廃村の危機が迫った集落である。 

この小原集落の再生・活性・景観整備を目指し、（旧）地元民と大工棟梁、福井工業大学

工学部建築土木工学科の連携事業として 2006 年度に始まった小原 ECO プロジェクトは、

2025 年度で 20 年目を迎え、これまでに 8 棟の民家修復と休憩所 1 棟の建設している。 

2025 年度は、これまで複数年を掛けて修復してきた D 家住宅の北面の外壁修復を実施

し、これによって、D 家住宅の外壁はすべて修復が完了したことになる。学生たちは、壁

下地打ちや壁板の張り付け、大工道具の使い方など体験し、座学だけでは得られない、施

工の大変さ実感し、また仕上げとなる節目の年を経験することにより一層モノづくり完成

の感動も味わっていたようである。 

文責 多米淑人 

【連絡先】 

福井工業大学 まちづくりデザインセンター 

 Tel：0776-29-2661 E-mail：machi-design@fukui-ut.ac.jp   

センタートピックス 

写真① 

PROFILE 

 福井工業大学 建築土木工学科 多米 淑人研究室 

小原 ECOプロジェクト         
～20年目の学生たちによる古民家修復・景観整備活動~ 

トピックスタイトル 

（上）作業に励む学生① 

（下）同② 

修復後のD家住宅西面外壁 


